
1

「
ル
ネ
サ
ン
ス
の
パ
ト
ロ
ン
」

増

山

雄

三

「

ル

ネ

サ

ン

ス

」

と

は

、

ギ

リ

シ

ャ

の

宗

教

用

語

を

語

源

と

す

る

フ

ラ

ン

ス

語

で

、

「

再

生

」

を

意

味

す

る

言

葉

だ

が

、

日

本

で

は

「

文

芸

復

興

」

と

訳

さ

れ

る

事

が

多

く

、

そ

れ

は

、

こ

の

文

化

運

動

が

、

ギ

リ

シ

ャ

や

ロ

ー

マ

文

化

の

、

い

わ

ゆ

る

古

典

古

代

の

文

化

を

、

復

興

さ

せ

る

と

い

う

面

が

あ

っ

た

か

ら

で

あ

っ

て

、

要

約

す

れ

ば

、

「

ギ

リ

シ

ャ

や

ロ

ー

マ

の

古

典

文

化

を

再

生

す

る

」

と

い

う

事

が

で

き

る

。

つ

ま

り

、

十

四

世

紀

の

イ

タ

リ

ア

に

始

ま

り

、

十

六

世

紀

ま

で

続

い

た

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

文

化

芸

術

上

の

動

き

だ

が

、

そ

れ

に

、

本

格

化

す

る

大

航

海

時

代

や

宗

教

改

革

と

も

、

密

接

に

関

係

し

な

が

ら

、

主

権

国

家

を

形

成

す

る

近

代

社

会

の

成

立

を

、

準

備

し

た

動

き

で

も

あ

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

で

も

、

ル

ネ

サ

ン

ス

の

意

義

に

は

様

々

な

論

議

が

あ

る

が

、

一

般

的

な

見

方

は

、

ゲ

ル

マ

ン

民

族
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と

い

う

、

蛮

族

の

進

入

に

よ

り

も

た

ら

さ

れ

た

封

建

社

会

と

、

神

を

絶

対

視

す

る

、

ロ

ー

マ

教

皇

が

支

配

す

る

暗

黒

社

会

か

ら

、

人

々

を

解

放

し

よ

う

と

す

る

運

動

だ

っ

た

、

と

す

る

も

の

が

主

流

に

な

っ

た

。

こ

う

し

て

ル

ネ

サ

ン

ス

は

、

十

五

世

紀

の

イ

タ

リ

ア

商

都

の

フ

ィ

レ

ン

ツ

ェ

を

舞

台

に

し

た

、

文

芸

文

化

運

動

で

あ

る

が

、

当

時

の

イ

タ

リ

ア

は

、

ペ

ス

ト

に

再

三

見

舞

わ

れ

人

口

が

激

減

し

た

が

、

共

和

制

の

都

市

国

家

で

は

、

そ

れ

が

、

新

興

富

裕

層

や

消

費

の

拡

大

に

も

繋

が

っ

て

い

っ

た

。

そ

れ

に

、

メ

デ

ィ

チ

家

な

ど

の

エ

リ

ー

ト

層

の

パ

ト

ロ

ン

た

ち

は

、

富

と

権

力

の

誇

示

や

、

教

会

へ

の

奉

仕

の

た

め

芸

術

作

品

を

活

用

す

る

一

方

、

十

六

世

紀

前

後

に

は

、

舞

台

は

ロ

ー

マ

に

移

り

、

教

皇

た

ち

が

パ

ト

ロ

ン

に

な

っ

た

こ

と

も

あ

り

、

近

年

は

西

洋

美

術

史

の

研

究

で

、

神

経

科

学

分

野

と

の

協

働

が

進

み

、

著

名

な

作

者

の

理

解

が

よ

り

深

ま

っ

て

い

る

。

そ

れ

で

、

東

京

上

野

に

あ

る

東

京

都

美

術

館

で

開

か

れ

た

、

「

Ｔ

Ｈ

Ｅ

Ｇ

Ｒ

Ｅ

Ａ

Ｔ

Ｓ

美

の

巨

匠

た

ち

」

展

で

も

、

英

国

ス

コ

ッ

ト

ラ

ン

ド

美

術

館

所
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蔵

の

、

ラ

フ

ァ

エ

ロ

の

素

描

「
『

魚

の

聖

母

』

の

た

め

の

習

作

」

は

、

注

目

の

作

品

だ

。

ル

ネ

サ

ン

ス

は

、

織

物

業

や

金

融

業

で

栄

え

た

、

十

五

世

紀

の

フ

ィ

レ

ン

ツ

ェ

を

舞

台

に

、

人

文

主

義

と

古

代

ギ

リ

シ

ャ

と

ロ

ー

マ

の

芸

術

文

化

の

再

生

を

求

め

た

と

前

述

し

た

が

、

ラ

フ

ァ

エ

ロ

や

レ

オ

ナ

ル

ド

・

ダ

・

ヴ

ィ

ン

チ

に

ミ

ケ

ラ

ン

ジ

ェ

ロ

ら

の

、

巨

匠

が

活

躍

し

た

、

黄

金

時

代

で

も

あ

っ

た

。

し

か

し

近

年

で

は

、

当

時

の

社

会

情

勢

や

多

様

な

パ

ト

ロ

ン

の

存

在

を

重

視

し

、

よ

り

社

会

史

的

な

見

地

か

ら

時

代

を

読

み

解

く

傾

向

が

強

く

、

例

え

ば

、

十

四

世

紀

に

西

欧

を

襲

っ

た

ペ

ス

ト

、

つ

ま

り

黒

死

病

の

強

い

影

響

な

ど

も

あ

る

。

英

国

の

歴

史

学

者

ア

リ

ソ

ン

・

ブ

ラ

ウ

ン

は

、

著

書

の

「

イ

タ

リ

ア

・

ル

ネ

サ

ン

ス

の

世

界

」

で

、

一

三

四

八

年

の

ペ

ス

ト

の

大

流

行

は

、

イ

タ

リ

ア

の

人

口

を

半

減

さ

せ

た

が

、

一

方

、

生

存

者

に

は

財

産

相

続

や

賃

金

増

加

の

富

を

も

た

ら

し

、

そ

の

後

の

消

費

活

動

が

、

促

進

さ

れ

た

事

を

指

摘

す

る

。

そ

し

て

、

フ

ィ

レ

ン

ツ

ェ

も

ペ

ス

ト

の

猛

威

に

さ
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ら

さ

れ

、

イ

タ

リ

ア

美

術

史

が

専

門

の

、

成

城

大

教

授

石

鍋

さ

ん

の

著

書

「

フ

ィ

レ

ン

ツ

ェ

の

世

紀

」

に

よ

る

と

、

十

四

世

紀

初

め

に

は

、

十

～

十

二

万

人

だ

っ

た

街

の

人

口

が

、

十

五

世

紀

に

は

四

万

人

弱

と

、

三

分

の

一

程

度

ま

で

激

減

し

た

と

い

う

。

そ

れ

で

、

都

市

国

家

の

フ

ィ

レ

ン

ツ

ェ

で

は

、

大

商

人

で

銀

行

家

の

メ

デ

ィ

チ

家

を

中

心

に

、

名

家

出

身

の

エ

リ

ー

ト

層

に

よ

る

寡

頭

政

治

が

行

わ

れ

、

織

物

業

や

職

人

の

街

で

、

パ

ト

ロ

ン

と

し

て

芸

術

家

に

仕

事

を

与

え

、

そ

の

権

利

を

誇

示

す

る

様

に

、

偉

大

な

名

作

を

作

ら

せ

、

教

会

等

の

大

建

築

も

造

っ

た

。

十

四

世

紀

初

め

の

ア

ビ

ニ

ョ

ン

捕

囚

と

、

そ

れ

に

続

く

教

会

の

大

分

裂

の

た

め

、

ロ

ー

マ

は

長

く

本

来

の

形

で

教

皇

が

不

在

と

な

り

、

十

五

世

紀

初

め

の

街

は

、

教

会

も

崩

れ

落

ち

ほ

ど

荒

廃

し

て

い

た

が

、

本

格

的

に

バ

チ

カ

ン

に

帰

還

し

た

教

皇

の

、

最

大

の

課

題

は

、

ロ

ー

マ

の

統

治

問

題

だ

っ

た

。

石

鍋

さ

ん

は

、

近

著

で

あ

る

「

教

皇

た

ち

の

ロ

ー

マ

」

で

、

特

に

、

一

四

四

七

～

一

五

五

五

年

に

バ

チ

カ

ン

を

治

め

た

、

ニ

コ

ラ

ス

五

世

か

ら

ユ

リ

ウ

ス

三
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世

ま

で

、

名

家

に

推

さ

れ

た

、

十

四

人

の

「

ル

ネ

サ

ン

ス

教

皇

」

に

注

目

し

て

い

る

。

そ

れ

は

、

教

皇

た

ち

は

フ

ィ

レ

ン

ツ

ェ

を

始

め

、

イ

タ

リ

ア

各

地

か

ら

芸

術

家

を

集

め

、

教

皇

庁

は

欧

州

各

地

に

通

じ

る

情

報

セ

ン

タ

ー

で

あ

り

、

ル

ネ

サ

ン

ス

美

術

は

ロ

ー

マ

で

国

際

化

し

た

と

い

う

が

、

た

だ

、

そ

の

多

く

は

カ

ト

リ

ッ

ク

の

指

導

者

と

い

う

よ

り

、

教

皇

国

家

の

君

主

と

い

う

側

面

が

強

か

っ

た

。

と

い

う

の

は

、

彼

ら

は

説

教

も

せ

ず

、

血

縁

者

を

要

職

に

置

く

と

い

う

「

縁

故

主

義

者

」

と

い

う

、

世

俗

的

な

人

物

ば

か

り

だ

っ

た

が

、

そ

れ

で

も

、

彼

ら

が

居

な

け

れ

ば

、

き

っ

と

傑

作

は

生

ま

れ

な

か

っ

た

だ

ろ

う

、

と

石

鍋

さ

ん

は

指

摘

す

る

。

特

に

、

現

在

の

サ

ン

・

ピ

エ

ト

ロ

大

聖

堂

を

建

設

し

、

ミ

ケ

ラ

ン

ジ

ェ

ロ

に

シ

ス

テ

ィ

ー

ナ

礼

拝

堂

の

天

井

画

を

描

か

せ

、

さ

ら

に

、

ラ

フ

ァ

エ

ロ

に

は

宮

殿

の

壁

画

描

か

せ

た

、

在

位

一

五

○

三

～

一

三

年

の

ユ

リ

ウ

ス

二

世

と

、

ラ

フ

ァ

エ

ロ

を

擁

護

し

た

、

在

位

一

五

一

三

＝

～

二

一

年

の

レ

オ

十

世

は

有

名

で

、

ラ

フ

ァ

エ

ロ

の

作

品

は

ラ

イ

モ

ン

デ

ィ

が

複

製

版

画
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を

作

り

、

欧

州

各

地

に

広

ま

っ

た

。

石

鍋

さ

ん

は

、

「

ユ

リ

ウ

ス

二

世

は

古

代

ロ

ー

マ

へ

の

エ

キ

ゾ

シ

チ

ズ

ム

を

持

ち

、

ア

ー

ト

の

ス

ケ

ー

ル

を

変

え

た

人

物

で

、

レ

オ

十

世

は

ラ

フ

ァ

エ

ロ

と

と

も

に

、

欧

州

の

近

代

美

術

へ

の

道

を

開

い

た

。

だ

か

ら

、

教

皇

た

ち

の

個

性

が

な

け

れ

ば

、

皆

が

納

得

で

き

る

芸

術

も

生

ま

れ

な

か

っ

た

」

と

説

明

す

る

。

そ

の

後

ロ

ー

マ

は

、

フ

ラ

ン

ス

と

ハ

プ

ス

ブ

ル

グ

家

の

神

聖

ロ

ー

マ

帝

国

が

、

覇

権

を

争

っ

た

イ

タ

リ

ア

戦

争

の

舞

台

と

な

り

、

神

聖

ロ

ー

マ

皇

帝

の

カ

ー

ル

五

世

に

よ

る

、

一

五

二

七

年

の

ロ

ー

マ

劫

掠

に

よ

っ

て

、

市

内

は

多

く

の

教

会

や

美

術

品

が

破

壊

と

掠

奪

の

憂

き

目

に

遭

い

、

再

び

荒

廃

し

た

が

、

そ

れ

で

も

、

ロ

ー

マ

は

バ

ロ

ッ

ク

芸

術

で

再

興

し

て

、

疫

病

や

戦

争

の

危

機

は

、

新

た

な

芸

術

文

化

を

生

む

と

い

う

、

土

壌

を

作

り

だ

し

て

い

た

の

で

あ

る

。

と

こ

ろ

で

、

近

年

に

な

っ

て

、

西

洋

美

術

史

の

研

究

で

、

科

学

の

メ

ス

が

入

る

機

会

が

増

え

て

き

て

い

て

、

小

佐

野

東

大

名

誉

教

授

は

、

新

著

の

「

絵

画

は

眼

で

な

く

脳

で

見

る

」

で

、

ダ

・

ヴ

ィ

ン

チ

な

ど

の
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手

稿

等

を

例

に

し

て

、

神

経

科

学

の

視

点

か

ら

、

作

者

の

意

図

な

ど

を

分

析

し

て

い

る

。

そ

れ

で

、

左

利

き

の

ダ

・

ヴ

ィ

ン

チ

は

、

鏡

に

映

し

て

読

む

と

い

う

、

い

わ

ゆ

る

「

鏡

文

字

」

を

手

稿

に

記

し

て

い

て

、

小

佐

野

氏

は

右

利

き

と

左

利

き

の

人

が

、

普

通

文

字

と

鏡

文

字

を

書

い

た

際

の

、

脳

内

の

反

応

を

調

べ

た

研

究

論

文

を

紹

介

し

、

ダ

・

ヴ

ィ

ン

チ

が

右

手

で

筆

記

で

き

て

も

、

左

手

で

鏡

文

字

を

書

く

方

が

、

よ

り

速

く

書

け

た

と

推

測

し

て

い

る

。

と

い

う

の

は

、

ダ

・

ヴ

ィ

ン

チ

が

、

公

証

人

の

庶

子

境

遇

だ

っ

た

の

で

、

普

通

文

字

を

書

か

な

か

っ

た

の

だ

、

な

ど

と

も

言

わ

れ

る

が

、

鏡

文

字

と

い

う

の

は

、

頭

に

浮

か

ん

だ

着

想

を

、

一

番

速

く

か

つ

正

確

に

、

書

記

す

る

方

法

だ

っ

た

か

ら

だ

。

ま

た

、

小

佐

野

氏

は

、

活

版

印

刷

が

発

達

し

た

十

五

世

紀

は

、

視

覚

の

時

代

で

、

遠

近

法

で

描

か

れ

た

絵

画

を

見

た

人

が

、

平

面

に

空

間

を

求

め

て

い

た

よ

う

に

、

脳

神

経

に

、

新

し

い

回

路

や

仕

組

が

培

わ

れ

て

い

っ

た

の

だ

ろ

う

、

と

も

解

説

し

て

い

る

。

令

和

四

年

六

月


